
更 正 調 書

裁判長認印

1 原 調 書 の 表 示

標 題 第4回口頭弁論調書

事件の表示

期
裁

令和6年(行少)第62号(第1事件)

令和6年(行7)第6 3号(第2事件)

令和6年 1 1月 2 6日午前1 1時 3 0分

裁 判 所

裁判長裁判官

裁 判 官

裁 判 官

裁判所書記官

東京地方裁判所民事第38部

鎌 野 真 敬

志 村

築 健 太 郎

原 真 帆

2 更正の内容等

原調書の「出頭当事者等」欄の3、「大山勇一」の肩書誤)成百

心

「同「大山勇一」記載「第1·第2事件原告方代理人関守麻子」

の次行に移記し、

の書つ「第1事件原告兼第1・第2事件原告♭代理人」、「第

1.第2事件原告方代理人」

と更正する。

令和7年3月4日

裁 判 所 書 記 官 桑 原 真 帆

令和7年3月4日、当事者双方代理人江対乚、電話下通知済歹。裁判所書記官


